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資源 ・素材関係学協会合同秋季大会 2002 （熊本）で講演

　 平成 9 年 1月、荒天 下の 日本海 で ロ シア船籍の 油タン

カー 「ナ ホ トカ号」 の 海難事故が発 生 した。この 海難は

船体 が折損 ・分離して船尾部が 沈没 し、船首部は積荷 の

重油を流出しなが ら海岸 に漂着 した。「ナホ トカ号」か ら
の 重 油 の 流出量 は、約 6200kl と推定 され 、1府 9 県にわ

たっ て 日本海沿岸を汚染し、わが国最大規模の海洋汚染
事故 とな っ た。日本近海は油タ ンカ ーの輻輳海域 で あり、
今後もこの ような海難事故が 再び発生す る可能性は低 く

ない と考え られる。

　 不幸にして こ うした海難事故が発生 した場合に は、

　 1）損傷船舶及び 流出油の 拡散 ・漂流の 予測

　 2）損傷船舶 の 漂流防止 （曳航）

　 3）流出油の 回収

を迅速に実施す る こ とが 肝要 で あ る。本研究は、こ の よ

うな観点か ら曳航技術 の向上をめ ざして 「荒天 下に お け

る航行不能船舶の 漂流防止等に関する研究」 の 下に、 
漂流運動の 研究 、   最適曳航法 の 研究を実施中で あ る。
こ の研究の

一
環 として、巡視船に よる曳航実験 を実施 し

た。こ の 実験で は救難曳航を前提 と して 、船首部を損傷

して船首部か らの 曳航が困難な状態を想定 して、被曳船
の 船尾部から曳航索を引き出す船尾曳航を主に実施 した。
この実験では、曳航索が切断するとい う経験を した の で 、
実験時の 曳航索切断に至る経過 と切断原因につ い て 考察

した。

　その結果、次 の ようにまとめ られ る。
1）今回の 曳航実験における曳航索の 切断は、被曳船の

　 船尾曳航索繰出部端部の エ ッ ジ に よる摩滅 に よ る も

　 の と考え られ る。
2）曳航索取付け部 の 選定 にあた っ て、曳航時 の 船体の

　 姿勢 で索の接触す る可能性 の あ る船体部材に は、曳

　 航索径 の 5 倍以上 の 曲率半径 をもつ 防護材に よ る養

　 生が必 要 で あ る。
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　　　GO −FLow および ArRD 手法 に よ る

　　　　　 動的シ ス テ ム の 信頼性解析

　　　　　 GueOigui　Petkov、松岡 猛

　　　　　　　平成 14年 10月 8 日

2002 年 確率論的安全評価に関す る 国際学会（PSAO2 ）

　 従来か ら動的 シ ス テ ム の 信頼駐解析は 伝統的なイ ベ ン

ト・ツ リー、フ ォ
ー

ル ト・ツ リーを拡張 した種々 の 解析手

法によ り試 み られて きた。それ ぞれ の 背景 ・考え方、モ

デル 化技法、解析 手順は種 々 異なっ て い るが、目的とす

るとこ ろは共通 で ある。

　 それ故、そ れ らの 手 法を同
・一

の 解析対象に適用 し結果
を比較するこ とによ り、手法の 欠点、定式化の

一
般的規

則、今後の 改善の 方向性 が見えて くる。

　本論で は、GO −FLOW 手法 と ArRD 手法 （th．　Petkov に

よ り開 発 され た 手法）を動的 シ ス テ ム の 信頼性解析に適
用 した。解析 に よ り単 に手 法の 主要な特徴、実用性、有

用性 が わか るだ け で な く、マ ン マ シ ン 系の モ デル 化、動

的 シ ス テ ムの 表現方法の シ ス テ マ テ ィ ソ ク な理解や、信

頼度と制御指標の 統合 に も帰納的なア プ ロ
ー

チで役立 て

られ る。　　　　　　　　　　
一

　論文 に お い て は、まず動的シ ス テ ム を概観し、次に

GO −FLOW 手 法 に つ い て の やや詳細な紹介が なされ て い

る。さ ら に、Dr．　Petkov に よ り開発された ATRD （Analysis

of　 TopOlogical　Reliability　of 　DigraphS）の 解説がなされ て

い る。その 後、動的シ ス テ ム の 信頼性解析方法の 概要が

原理的な面 に ま で さ か の ぼ りなされ て い る。

　本論 で解析対象と した系 （ホ
ー

ル ドア ッ プタン ク問題）

の 動作条件が 説明され、GO −FLOW 、　 ATRD に よる解析
手順 が 述 べ られ て い る。解析 の 結果、GO −FLOW で は

ATRD に 比 較 して よ り厳密解に近 い 値が得られ た。また

両方法 とも複雑な物理課程、人間行動を含ん だ シ ナ リオ

の 定量的評価に適用可能であるこ とがわか っ た。また、
セ ミ ・マ ル コ フ 法による ア プ ロ ーチ はホー

ル ドア ッ プ タ

ン ク 問題 に は適 して い るが、心 理 プ ロ セ ス の含まれた状

況 の 解析に はやや困難が伴う。

　本報告はソ フ ィ ア 工科大学の Dr．・Petkovが短期外来研

究者と して海上技術安全研究所に滞在 した時の 研究成果
で あ る。
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